
～簡易版避難確保計画の作成～

“施設の避難手順”を考える

①施設の人数と役割を確認しましょう。

雛型該当ページ

②避難の目安を知りましょう。

④安全に避難するために準備しておくもの

施設名

「施設周辺の危険性」を調べてみましょう！！

作成が必要な計画は？

浸水 ・ 土砂 ・ 両方

⑤施設で行うべき防災訓練を考えてみましょう。

●計画作成の準備

平日 休日（平日と異なる場合）

利用者 施設職員 利用者 施設職員

朝・昼間 朝・昼間

休日
約 名

休日
約 名

約 名 約 名

夜間 夜間

約 名 約 名

・施設の利用者数と職員数

※施設職員が一番少ない時間帯を想定して記載してください。

・施設職員の役割
避難を指揮する職員 人

情報を収集する職員 人

避難を誘導する職員 人
もっとも
職員が少ない時間帯

※自力で避難できる方、補助が必要な方の数で誘導に必要な職員数を考えてみて下さい。

雛型該当ページ

③近くの避難場所、安全な避難経路を確認しましょう。

記入ができたら、お手元の地図に避難経路を記載してみましょう。

指定緊急避難場所
または

近隣の安全な場所

立ち退きが危険な場合は

屋内避難

使用する設備又は資器材

情報収集
・伝達

□テレビ、□ラジオ、□防災ラジオ、□ファックス、□携帯電話、□電池、
□パソコン、□携帯用バッテリー

避難誘導 □名簿（施設職員、利用者）、□案内旗、□携帯電話、
□懐中電灯、□携帯用拡声器、□電池、□携帯用バッテリー、□ライフ
ジャケット、□蛍光塗料、□車いす、□担架

屋内安全確
保

□水、□食料、□寝具、□防寒具、□常備薬

利用者 □おむつ、□おしりふき、□おんぶひも、□車いす、□タオル

その他
必要な物

浸水害 土砂災害の
危険度

避難情
報

情報の
入手手段

河川の水位 洪水警報の危
険度分布

堤防天端付近
まで水位が上昇

極めて危険 濃紫
（極めて危険）

避難指示
（緊急）

氾濫危険水位 非常に危険 薄紫
（非常に危険）

避難勧告

避難判断水位 警戒 赤（警戒） 避難準備・
高齢者等
避難開始

水防団待機水位 注意 黄（注意） －

※作成が必要な計画に゛○゛を記入してください。

・施設周辺の浸水を引き起こす河川の名前 川

・最寄りの水位観測所 観測所

訓練対象者 訓練時期 訓練内容

が に

・職員と利用者が毎年５月に避難先までの移動訓練を行う。
・職員が毎年４月に避難情報の収集方法の確認と伝達訓練を行う。

記載例

浸水の計画のみ

【浸水・土砂】
入力シート
（施設の情報）

【浸水】
入力シート

（防災体制の確
立に係る情報）

（情報の入手手
段）

【土砂】
入力シート

（情報の入手手
段）

【浸水・土砂】
入力シート

（避難に関する
情報）

【浸水・土砂】
入力シート

（避難の確保を
図るための施
設の整備に関
する情報）

【浸水・土砂】
入力シート

（教育・訓練に
関する情報）

（避難開始までに必要な時間） 分

（場所名）

（移動手段） 徒歩 または 車

（部屋名）

（階数、方角） 階 側

（車の台数） 台

（移動距離） ｍ （移動時間） 分

片道での


